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　イベントサークル

毎月開かれるセントラルパーラー・コンサートの

会場設営から関わっています。

センラルギャラリーで開催される	

「二人展」「「エコパネル」など

展示会の会場係りをしています。

入院をされても清き一票を！

「○○選挙不在者投票」のお手伝い
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　読みかたりサークル　

ケアハウス・院内学級・３棟５階で

語り、紙芝居、オカリナ演奏などで

患者さんに心和むひと時を過ごして

いただいています。

（ひまわりの会）　　　
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　ボランティア研修会

　松江市立病院研修会　

平成21年10月16日（金）

ボランティア26名・職員２名

意見交換会
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　ボランティアバザー　

開店と同時にお客様がいっぱい！手作り品の数々・・・・。

「医療情報の庭」でボランティアバザーを

開催しています。

さあ～準備　準備
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　ボランティア活動 15 周年の記念誌として編集にあたり表紙を高橋　晃先生、裏表紙・イ
ラストをボランティア荒木さん、執筆依頼をした方々には快くお引き受けいただき厚くお礼
申し上げます。ボランティア活動がここまで範囲を広くできたのも、ボランティアの方々の
ご協力があったからと思います。患者さんに寄り添うボランティアを心がけていただいてい
る皆様に感謝いたします。

ボランティア事務局　遠藤　典子

編集後記

「グリーンはあと」発足15周年に寄せて

この度、「グリーンはあと」（旧グリーンサークル）発足 15 周年を迎えられましたこと誠に
おめでとうございます。
　いつもボランティアの皆さまには温かいお気持ちで、患者さんに寄り添った活動をしてい
ただき心より感謝申し上げます。
　平成 18 年 6 月、患者サービス担当として “ 職員にボランティア活動を知ってもらうには ”
から始まり、病院の多くの部門に活動を拡げていくこと、ボランティアさんと協働すること
に明けた 5年間でした。医療側には言えない患者さんの気持をボランティアさんから学び反
省することも多々あり、その感性の素晴らしさに驚きを感じました。常に患者さんの気持を
キャッチし行動される姿勢に、永年勤務している私は無力さを感じたこともあります。そし
て、ボランティア活動なくして病院の患者サービスは成り立たないと今では思っています。
　さて、この 5年間「外来フロア活動」、「医療情報の庭活動」に加えボランティアさんの提
案や看護部の依頼で「園芸サークル」「赤ちゃん同窓会」「通訳サークル」「病棟ボランティア」
「手芸サークル」「どんぐりの会」「イベントサークル」「ひまわりの会」など多くの活動サー
クルが開始され、特に手芸は患者さんが使用される小物の作成、中でも極小児の洋服や化学
療法中の患者さんに提供する帽子の作成は、患者さんに寄り添った活動をしているボランティ
アさんだからこそ気付く細かい工夫が施され、その思いが患者さんやご家族の心に届いてい
ることを確信いたしました。病院は職員では出来ない多くの患者サービスをボランティア活
動でしていただくことで、医療とボランティアさんの協働を形成していると感じています。
　また最近では、ボランティア活動の運営にサークル別リーダーの方を通して参加いただい
ていますこと、引続きよろしくお願いいたします。
　私も、皆さんの意見をよく伺いながらボランティアさんが気持ちよく活動できる環境作り
を進めてまいります。今後、患者さん、ボランティアさん、職員が強い絆で結ばれ、皆様が
いつまでも健康であり、病院ボランティア「グリーンはあと」が益々発展されることを心よ
りお祈りいたします。

患者職員サービス室　室長　大磐　明子

事務局より






